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第１期、第２期横手市まち・ひと・しごと創生総合戦略の総括 

 

１．第 1期、第２期総合戦略の成果 

 

 （１）目指す姿①「働く場が充実し、みんなが元気に暮らし続けられるまち」 

農業分野 

取組内容 横手市園芸振興拠点センター整備、新規就農者支援など 

新規就農者数、農業産出額は目標以上の成果となったものの、農業従事者の担

い手不足は依然として深刻な状況にあるため、担い手の定着や育成に係る取組を

進める必要がある。 

商工業分野 

取組内容 企業誘致の実施、起業創業への支援など 

新規立地企業の増加、輸送機関連産業の集積などにより、一定程度、雇用の場

の確保に繋がったものと捉えているが、社会減の抑制や所得の向上には至ってお

らず、農業分野と同じく担い手不足は喫緊の課題である。 

観光分野 

取組内容 横手市増田まんが美術館の大規模改修、2025大阪関西万博へのか

まくら出展、よこてＷＡＲＰの運行など 

市内外からの誘客に繋がる取組を実施したが、観光客数はコロナ禍前の水準

まで回復していないことから、観光資源の掘り起こしや観光ルートの最適化の

検討などにより、引き続き誘客に向けた取組を進める必要がある。 

 

 （２）目指す姿② 

「安心して子どもを産み育てられ、みんなが笑顔で住み続けられるち」 

結婚・子育て分野 

取組内容 結婚に向けた男女の出会いの場の創出、保育料無償化、医療費助

成など 

様々な対策を講じたものの、少子高齢化、社会増減などに大きな変化を生み出

すには至っておらず、当市の持続的発展のため、引き続き多方面からの取組が必

要である。 

にぎわいの創出 

取組内容 横手駅東口再開発による横手市生涯学習館Ａｏ－ｎａの整備、 

ＩＲＩＳＯアリーナ横手の整備など 

にぎわいの創出につながる施設の整備を実現できたが、今後は交流人口や応援

人口の拡大に向け、当該施設を最大限生かす取組が求められる。 

 


